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向も加わるため、4 や 8 ではなく、それに二つ加
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ハラー、H. 1989  『チベットの七年  ダラ
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マンダラには女尊も中心におかれているものがあ
ったが、女尊は密教ではどのように認識されてい
たんだろうか。日本にも女尊が大きく取り上げら
れたマンダラがあるのだろうか。今取り上げられ
たマンダラを見る限り、女尊はけっこう大きな役
割をしている気がする。 
女尊を中心とするマンダラは後期密教になるとい
くつかあらわれますが、大半はやはり男尊のマン
ダラです。男尊が女尊をともなっているものもあ
ります。初期や中期の密教のマンダラでは、陀羅
尼と呼ばれるグループの仏のマンダラが、女尊を
中尊とします。陀羅尼は呪文のようなものですが、
神格化されたり、特定のほとけと結びつけられま
す。陀羅尼が女性名詞であるため、そのようなほ
とけには女神が選ばれます。中世インド全般では、
ドゥルガーやカーリーのような女神がヒンドゥー
教のパンテオンにも登場し、重要な位置を占めま
す。女神信仰の隆盛が宗教の枠を越えて存在した
ようです。 
 
私は仏教についての知識がなく、今回のチベット
も前回のネパールも同じように見えてならないの
です。どのようなところが共通していて、どのよ
うに相違があるのでしょうか。全体？体系化？ 
たしかに区別するのはむずかしいでしょうね。授
業自体は仏教の知識を前提としていませんが、授
業で紹介した文献などに目を通すと、さらに理解
は深まると思います。授業でお話しできるのは限
られた内容ですが、それがきっかけになればと考
えています。チベットとネパールの仏教絵画の違
いは、様式、主題、構図などいろいろありますが、
両者は密接な関係も持ち、とくにネパールの様式
がチベットで好まれた時代もありました。美術一
般について言えることでしょうが、よいものをた
くさん見ることが、理解するための最上の方法で
す。展覧会はあまりありませんが、図録や写真集
が刊行されています。最近ではネットでも見るこ
とができます。先回のプリントで紹介したホーム
ページなどを見てみましょう。リンクも紹介され
ています。 
 
授業の中で言っていたかもしれませんが、チベッ
トのマンダラに見られる三部、四部という構成は、
インドや他のマンダラすべてにあてはまるもので
すか。 
説明が不十分だったようです。三部や四部はイン
ドで成立した『大日経』や『金剛頂経』に見られ
インド美術の諸相 
 121 
るほとけたちの体系で、チベットではその伝統に
忠実にマンダラを描きました。三部などの部は部
族ともいわれ、仏たちのグループを指します。日
本にも伝わっていますが、日本のマンダラは別の
システムで解釈されることが多かったようです。
インド内部では部族の数はさらに増え、五部と六
部があります。それぞれにしたがったマンダラが
ありますが、とくに五部が主流になります。七部
以上はなかったようです。部族の体系を知ってい
れば、さまざまなマンダラを理解するのが容易に
なります。 
 
スライドの一番最初に見た画像の中で、マンダラ
で二体の神が抱き合っている絵が必ずと言ってい
いほど出てきていたんですが、あの二体は何なん
ですか。プリントではカーラチャクラって書いて
ありますが…。 
日本の仏像と違い、チベットの仏像にはこのよう
な男尊と女尊が抱き合っているものがたくさんあ
ります。そのため、淫祠邪教という印象が強いよ
うです。仏教的な説明では、男尊は方便（ほうべ
ん）、女尊は智慧（般若とも言います）を象徴し、
その両者がひとつのもの（不二）となることで、
悟りが得られるということになります。このよう
な考え方はインド後期密教であらわれ、チベット
はそれを継承したものです。その一方で、上の
「血を飲む」ところや「後期密教の特徴」のとこ
ろでも書いたように、性行為そのものを積極的に
評価したり、性行為やそこから生まれる恍惚感が
悟りの体験と結びつけられたりします。そこから、
実践方法のひとつとして、性的なヨーガが取り入
れられることになります。 
 
